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　６月 10 日～７月中旬まで、か
のやばら園温室で「七夕まつり」
が開催されました。
　この企画は、「おりひめ」と「ひ
こぼし」と命名されたばらが植
栽されているのは九州で同ばら
園だけということにちなんで始
まったもの。温室には、来園者
の願いごとが書かれた 1,000 以上
もの短冊が所狭しと飾りつけら
れていました。

　６月15日から19日にかけて、永
小原町の小浜海岸など３か所で、
市内では今年初となるウミガメの産
卵が確認されました。
　産卵場所は満潮になると海に沈
む可能性があるため、高須小学校
に117個、浜田小学校に168 個の
卵をウミガメ保護監視員などによっ
て移設・保護しました。孵化は８月
中旬ごろとみられ、孵化後は帰海
観察会が行われる予定です。

鹿屋

　６月 10 日、輝北町市成の介護
老人福祉施設「みどりの園」で、
青色回転灯装着車防犯パトロール
隊「輝北☆町ぐるみ見守り隊」の
発足式と出発式が行われました。
　これは、施設を運営する社会福
祉法人紘徳会が発足させたもの
で、民間施設による青パト隊は県
内で初。施設の送迎車６台で高齢
者の送迎を行いながら、地域の安
全を見守っていきます。

　６月７日、吾平町上名で「新地
地区土砂災害防災訓練」が実施さ
れました。この訓練は、災害時期
を前に避難体制の強化と土砂災害
に対する防災意識の高揚を図るこ
とを目的に実施したもので、地域
住民や消防団員など約 90 人が参
加。参加者は土砂災害が発生した
場合を想定しながら、真剣な眼差
しで、倒壊家屋からの救出訓練や
避難訓練などを行いました。

　６月 19 日、市役所で「父の日
に牛

ち
乳
ち
を贈ろう！キャンペーン」

が行われました。これは、全国キャ
ンペーンの一環として行われたも
の。大隅酪農青年女性会議のメン
バーが市役所１階ロビー等で、「安
全で安心な地元の牛乳を、少しで
も多く飲んでください。父の日に
は牛乳をプレゼントしてください
ね」と来庁者にパック牛乳を手渡
し、消費拡大をＰＲしました。

吾平

ばら園で「七夕に祈願」 ウミガメの産卵を確認
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　６月 20 日、リナシティかのや
で「ジャンボ！アフリカンフェス
タ」が開催されました。
　これは、アフリカの生活の現状
や文化、風習などを知ってもらお
うと行われたもの。当日は、映画
「チョコラ」の上映やアフリカに
関する講演、伝統楽器親指ピアノ
のライブなどが行われ、約 500 人
が訪れた会場は、アフリカの雰囲
気が漂う空間となっていました。

　６月５日、ダイドーブラジル商
事（園田昭憲社長）が実施した「平
成 20年ブラジル研修生受入事業」
に参加した鹿屋市出身の２人と
園田社長などが市役所を訪れ、研
修事業の報告を行いました。
　研修に参加したのは、下
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ひとみさんと山下琢磨さん。２人
は「異国の生活を通し、郷土愛が
増した。学んだことを今後に生か
したい」と話してくれました。

アフリカの
生活や文化を学ぶ

　６月28日、串良公民館別館大
ホールで「第 26 回串良町文化協会
発表会」が行われました。
　これは、大切な文化を後世に残
そうと毎年行われているもの。当日
は、琴や踊りなどの舞台発表に103
人が参加したほか、約 80人が生け
花や絵画などの作品を出展した展
示発表も行われました。参加者や
訪れた観客は、文化の大切さを実
感していました。

　リナシティかのやのオープン以来、毎年開催されている「第３回吹
奏楽フェスティバル」と「第３回コーラスフェスティバル」が開催さ
れました。
　６月 14 日に行われた「第３回吹奏楽フェスティバル」には、市内
の小中学校、高校、一般の 12 団体約 300 人が参加し、それぞれの団
体が日ごろの練習の成果を披露しました。最後には、参加者全員が水
辺ステージで合同演奏を行い、訪れた約 800 人の観客は楽器が奏でる
ハーモニーに酔いしれました。また、６月28日に行われた「第３回コー
ラスフェスティバル」には、小中学校や高校の合唱部、一般のコーラ
スグループなど市内の 15 団体約 300 人が参加。参加者は、400 人以上
の観客を前に、澄んだ歌声を存分に披露していました。

日ごろの練習の成果を披露

鹿屋ブラジルへの研修生
2人が研修報告

第3回コーラスフェスティバル

　青年海外協力隊平成 21 年１次
隊員として、エルサルバドル共和
国のウスルタン地方医務局へ派遣
される江並美香さん（上高隈町出
身）が、６月 17 日、市役所を表
敬訪問しました。江並さんは感染
症対策の業務を行う予定で、派遣
期間は２年間。「以前から興味を
持っていたのでとても楽しみ。不
安はあるが、有意義な２年間とし
たい」と抱負を話してくれました。

鹿屋青年海外協力隊員として
エルサルバドルへ派遣

輝北
輝北町で青パト隊が発足 災害時期を前に

土砂災害防災訓練を実施
地元牛乳の
消費拡大をPR

串良
文化の大切さを実感

第3回吹奏楽フェスティバル

生活や文化を学ぶ生活や文化を学ぶ

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや


